
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１５日（木）に，今年度最後の「参観
日」と「PTA 総会」を実施しました。３年
生の授業参観では，親子で過去の入試問題を

解いていました。総会では，多くの方の出席
のもと，PTA 活動の事業報告並びに確認事
項等を行いました。 

       これまで僕は，第七の習慣「刃を研

ぐ」は第一の習慣から第六の習慣を使

って自分を磨き上げ，理想の自分を作

ることだと思っていました。 

 しかし，本当の「刃を研ぐ」という

ことは，「成長と変化を繰り返しなが 

ら，螺旋階段を登るようにして自分自身を継続的に高

めていく」ということです。 

 例えば，僕は今，高校の進路実現に向けて勉強に

励んでいます。しかし，高校入学がゴールではあり

ません。高校を卒業し，就職して，退職しても，人

生は続きます。「刃を研ぐ」自分自身を磨き続ける，

ということが，「刃を研ぐ」の意味です。 

 自分を磨くには，「肉体」「情緒」「知性」「精神」

という四つの面で，自分を高め続ける必要がありま

す。 

 自分の能力を磨き続けなければ，先程言った「肉

体」「情緒」「知性」「精神」の四つの面がおろそかに

なり，自己中心的な人間になってしまいます。 

 僕はそんな人ではなく，常に向上心を持ち，挫折

することなく自分を磨き続けることのできる人にな

りたいです。だから，これからも僕は努力し続け，

最後の最後まで，理想の自分を追求し続けたいで

す。 

僕は，七つの習慣を読み，この「刃を

研ぐ」という行為は，人生における楽し

さでもあり，難しさなのではないかと考

えました。 

大好きな野球を例に考えてみました。

野球では，努力せずに結果を残すことは

できません。しかし，努力をしたからと 

いって必ず結果が出るわけでもありません。どんなにすごい選

手でも，十回のうち三回ヒットが打てればよいという世界で

す。しかし，その三回のために，数千，数万回とバットを振

り，とてつもない努力を重ねるのです。このように，目的に向

かって自分の刃を研いでいくのは，とても大変なことですが，

僕は楽しさもあると思います。 

もし僕が，十回中十回，必ずヒットを打てる選手なら，野球

を楽しいと思うでしょうか。結果が出ないときに頭を抱えて原

因を考え，何回もバットを振った先に打ったヒットにこそ，面

白さがあると思います。悩み，努力し，時間を使う。まさに刃

を研いだ分だけ成長できることに楽しさを感じると思います。 

しかし，これは大好きな野球での話です。好きな方向にだけ

刃を研いでいて人生が豊かになるのなら，きっと「刃を研ぐ」

は七つの習慣には載っていないと思います。苦手だな，面倒く

さいなと思うことに対して刃を研げるかどうかが，本当の意味

で高いパフォーマンスを発揮することにつながると思います。 

もうすぐ最高学年となる今だからこそ，あいさつをしたり，

約束を守ったりなど，当たり前だけれども刃を研ぎきれていな

いところに焦点をあて，自分を磨いていきたいです。 

 

 

 

◆ 世羅郡中学校体育連盟（令和５年度） 

個 人 表 彰   吉實 聖斗 さん（３年） 

 

◆ ふるさと絵画コンクール 

優 秀 賞  宮本 林奈さん（２年） 

優 秀 賞  見藤 希乃さん（２年） 

特 別 賞  福永  楓さん（２年） 

特 別 賞  原  弥月さん（２年） 

特 別 賞  吉實 日奈美さん（２年） 

※ふるさと絵画コンクールの表彰は 3/3（日） 

にせら文化センターで行われました。 

 

 

 

表彰の紹介（個人表彰） 

入賞おめでとうございます！ 
令和６年３月４日  

世 羅 西 中 学 校 

学校だより（第１２号）  

http://www.edu.town.sera.hiroshima.jp/seranishi-jhs/ 

 

            ２月１０日（土）  
 

 

寒い中での開催となった第６４回谷敷杯・第２８回麓杯が去る２月１０日（土）に，世羅高等

学校発着で行われました。本校からは，１年生と２年生が参加し大会を盛り上げました。生徒た

ちは他校の生徒たちと張り合い，少しでも前に進もうと一生懸命頑張りました。また，歩道等で

見に来ていただいた保護者の皆様などにたくさんの応援をいただき，いつも以上の力を出し切り

ました。大会は，世羅町内の中学校の先生方や世羅高校の陸上部１年生に走路員をしていただ

き，大会が安全に進むようにサポートをしていただきました。 

結果（入賞者）は次の通りです。 

＜女子＞麓杯：優勝              ＜男子＞ 

１位：原  弥月   ３位：見藤 希乃     ３位：畠黒 湖大郎 

４位：貞行 希海   ５位：福永  楓 

７位：出雲 華帆 

参観日・PTA総会を行いました！ 
回 覧 

はばたき 

３年 福服 凌 

発表朝会  ２月 21 日（水） 「刃を研ぐ」   

２年 槇野 迅 

好記録目指してスタート！ 

坂を駆け上り，ラストスパート！ 

高校生と一緒に最後まで！ 

麓杯 優勝しました！ 



 

 

  

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ３月の行事予定 日 曜 ４月の行事予定 
1 金   1 月   

2 土   2 火   

3 日   3 水   

4 月   4 木   

5 火   5 金 PTA本部役員会 

6 水 卒業式リハーサル 三送会 6 土   

7 木 卒業証書授与式 10:00～ 7 日   

8 金 
一次選抜（合格発表） 

8 月 就任式・始業式・登校指導 

9 土   9 火 入学式 14：00～ 

10 日   10 水 
家庭訪問（小国・山福田） 

学校安全の日 

11 月 学校安全の日 11 木 家庭訪問（小国・黒川） 

12 火   12 金 

家庭訪問（小国・津名） 

学びの７か条講習会 

ＰＴＡ総合役員会 

13 水 全校集会  家族の日 13 土   

14 木   14 日   

15 金  15 月 
全国学力・学習状況調査生徒質問紙調

査 

16 土   16 火   

17 日   17 水  

18 月 二次選抜 18 木 全国学力・学習状況調査 

19 火 二次選抜合格発表  19 金 
PTA参観日・ＰＴＡ総会・学級懇談会 

部活動懇談会 

20 水 〈春分の日〉 20 土   

21 木 給食口座振替日 21 日   

22 金 
生徒委員会 せらにし小学校卒業式 

登校指導 
22 月 給食口座振替日 

23 土   23 火   

24 日   24 水 朝会 

25 月 修了式 離任式 25 木   

26 火 せらにし学びの７か条小中連携 26 金 第 1回学校運営協議会 

27 水   27 土 せら交通安全教育の日 

28 木   28 日   

29 金   29 月 〈昭和の日〉 

30 土 
山福田自治センター落成祝賀会演奏

（吹奏楽部）  
30 火 地域安全学習 

31 日   
   

  

                        

 

 

 

学校だより２月号の「はばたき」のコラムで，「明神の舞」の活動・取組が，教育課程に位

置づいた教育活動であることを紹介しました。 

今回のコラムでは，この「明神の舞」の活動・取組をさらに充実させるためのシステム・

仕組みとして欠くことのできない「学校運営協議会（コミュニティ・スクール）」について紹

介します。 

「学校運営協議会（コミュニティ・スクール）」とは，学校と地域住民や保護者等が力を合

わせて学校の運営に取り組むことが可能となる仕組みです。地域の声を学校運営に生かし，

地域ならではの創意や工夫を生かした「特色ある学校づくり」＝「地域とともにある学校づ

くり」を進められる仕組みとも言えます。 

世羅西中学校に学校運営協議会（コミュニティ・スクール）が導入されて２年目を終えよ

うとしています。本年度は，新たな試みとして，文化発表会の目的に「学校と地域の行事を

一体化する」ことで，学校においては『地域貢献』を，地域においては『地域の活性化』を

推進する」ことを加えて開催しました。改善すべき課題はありますが，「まずはやってみ

る！」「挑戦してみる！」ことができたからこそ，来年度以降に活用できる知見を多く得られ

たと思っています。 

産声を上げたばかりの世羅西中学校の学校運営協議会（コミュニティ・スクー 

ル）を，本校の最も特色ある教育活動「明神の舞」とともに，保護者や地域の 

皆様と一緒（協働）になって育てていきたいと思います。 

 

校長コラム「未来」③ 

せらにし小学校で中学校２年生と小学校５年生が一緒に外国語科の異年齢交流授業を行い

ました。ペア活動やグループ活動を通して，相手意識をもったコミュニケーション能力の向

上を図りました。困っている小学生を中学生がそっと支えたり一緒に考えたりするなどの成

長した姿を多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語科 異年齢交流     ２月１９日（月） 


